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研究発信力強化プロジェクト

人を「巻き込む」ための情報発信



○  研究情報を発信するメリット

　自身の研究のアピール
　√ 研究業界向け：世界へのアピール
　　　　　　　　　研究費獲得、論文査読
　√ 一般向け：大学の研究への理解、研究への興味
　√ 学内向け：学生の獲得、アクティビティ、昇進

○　デメリット： 無し



○  これまでに行ってきた研究情報発信

①　研究結果のビデオジャーナルへの掲載
②　大学ＨＰへの掲載・プレスリリース（年１-２回） 
③　Facebookへの配信、研究室HPへの掲載 
④　教員・学生の海外派遣（海外の研究者との共同 
　　研究強化、成果発表、コネクション作り） 
⑤　展示会への出展・参加（Nanotech2019展、 
　　ギフトショーなど） 
⑥　ベンチャー起業



①　研究結果のビデオジャーナルへの掲載
J. Vis. Exper. (JoVE) 2017, e55934.



デメリット 
　[1] 高コスト（作製・掲載に最安で約３０万円、 
　　　オープンアクセスにすると、さらに２０万円） 
　[2] 作製準備にそれなりに手間・時間がかかる

①　研究結果のビデオジャーナルへの掲載
メリット 
　[1] 世界に向けて研究成果を発信 
　[2] 研究室の宣伝 
　[3] 閲覧結果が送られてくる（半年に１回）



②　大学ＨＰへの掲載・プレスリリース（年２回程度）
2018年 
2018年7月25日「今月のNature INDEXピックアップ」にて、ポーラスデンドリマー結晶による溶媒蒸気
　　　　　　　の蛍光センシングに関する研究が紹介されました「Spotting hazardous vapors in the air」
2018年6月29日　日経新聞朝刊「有機材料からレーザー 筑波大学教授　山本洋平氏」
2018年6月22日　筑波大学広報「２つの準位から同時にレーザー発振する有機結晶を開発」
2018年3月5日　  化学工業日報「光るデンドリマーを作成　―筑波大など　溶媒蒸気の識別可能」
2018年2月21日　筑波大学広報「溶媒蒸気の識別が可能な新しい分子集合体材料を作成　―取り込む分子
　　　　　　　　に応じて蛍光が大きく変化する多孔性デンドリマー結晶―」

2017年 
2017年5月19日　筑波大学広報「共役ポリマーのみからなるマイクロ球体からのレーザー発振に成功」
2017年4月28日　Chem-Stationスポットライト「生体分子を活用した新しい人工光合成材料の開発」
2017年3月15日　筑波大学広報「異素材の効率的複合化による新しい人工光合成材料を開発 ～生体分子
　　　　　　　　を用いた白金ナノ粒子の高分散担持と水素発生に成功～」
2016年 
2016年8月11日　Chem-Stationスポットライト「 1つの蛍光分子から4色の発光マイクロ球体をつくる」
2016年7月4日　 筑波大学広報「 単一の蛍光色素から４色の発光マイクロ球体をつくる ～多段階の高効
　　　　　　　　率光エネルギー伝搬を実現～」
2016年5月11日　筑波大学広報「 高効率エネルギー移動を実現する有機フォトニクス材料を開発 ～均一
　　　　　　　　にブレンドされた共役ポリマー球体共振器～」



メリット 
 [1] 研究成果の発信（主に国内向け） 
 [2] 新聞、テレビ局からの取材（日経新聞、NHK、etc.） 
 [3] 学生への宣伝、学生集め

日経新聞 2018年9月21日

②　大学ＨＰへの掲載・プレスリリース（年２回程度）



③　Facebook (SNS) への配信 
　メリット 
　[1] 同業者＋知り合いへのアピール（自己満足）

④　教員・学生の海外派遣
　メリット 
　[1] 海外の研究者との共同研究強化 
　[2] コネクション作り 
　[3] 国際共著論文 
　[4] 論文査読時のメリット（？）



⑤　展示会への出展・参加 
　（Nanotech2019総合展、ギフトショーなど）
メリット 
　[1] 研究成果の発信　 
　[2] 知り合いを増やせる

⑥　ベンチャー起業
メリット 
　[1] 研究の拡大・商品化　 
　[2] 知り合いを増やせる



人を『巻き込む』ことのメリット
[1] 研究（人）を評価するのは「他人」 
　　√ 論文審査、√ 研究費、√ 賞、√ 昇進 

[2] 研究を「自己満足」で終わらせない 
　　自身の研究はどの程度人に影響を与えているか？ 
　　　√ 自分＋周辺？ 
　　　√ 研究業界？ 
　　　√ 一般の人々？ 

[3] 仲間をたくさん作るとメリットが多い 
　　　√ 新たな発想、着眼 
　　　√ 困ったときに助けてくれる

人数

影響 自分

業界
一般


